
1 アジ研ワールド・トレンド No.205 （2012. 10）

エ ッ セ イ
アジ研ワールド・トレンド　2012　10

くりもと　えいせい／大阪大学大学院人間科学研究科教授

専門は社会人類学、アフリカ地域研究。主として南スーダンとエチオピア西
部でフィールドワークに従事。最近の業績に「新国家建設とコンフリクト─
─南スーダン共和国のゆくえ」（冨山・田沼編『コンフリクトから問う』大
阪大学出版会、2012）など。

　

二
〇
一
一
年
二
月
二
二
日
か
ら
三
月
八
日
に
か
け

て
、
私
は
長
年
の
調
査
対
象
で
あ
る
パ
リ
人
の
村
で
映

像
撮
影
を
す
る
た
め
、
住
民
投
票
を
無
事
終
え
て
ス
ー

ダ
ン
か
ら
の
分
離
独
立
が
決
定
さ
れ
た
直
後
の
南
部

ス
ー
ダ
ン
に
滞
在
し
た
。
同
年
一
月
に
は
、
日
本
政
府

内
閣
府
が
国
際
平
和
協
力
法
に
基
づ
い
て
派
遣
し
た
南

部
ス
ー
ダ
ン
住
民
投
票
監
視
団
の
一
員
と
し
て
、
南
部

ス
ー
ダ
ン
の
ジ
ュ
バ
に
約
二
〇
日
間
滞
在
し
た
の
で
、

一
カ
月
ぶ
り
の
帰
還
だ
っ
た
。
一
月
に
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア

の
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
が
最
高
潮
に
達
し
、
一
四
日

に
は
ベ
ン
＝
ア
リ
大
統
領
が
国
外
に
亡
命
し
た
。
監
視

団
の
私
た
ち
は
、
テ
レ
ビ
の
衛
星
放
送
で
注
視
し
て
い

た
が
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、
エ
ジ
プ
ト
と
リ

ビ
ア
の
騒
乱
が
進
行
中
だ
っ
た
。
両
国
は
、
ス
ー
ダ
ン

と
も
関
係
が
深
い
の
で
、
南
部
ス
ー
ダ
ン
人
も
チ
ュ
ニ

ジ
ア
の
場
合
以
上
に
、
お
お
き
な
関
心
を
も
っ
て
注
目

し
て
い
た
。
独
立
後
に
高
等
教
育
大
臣
に
就
任
し
た
友

人
宅
で
、
テ
レ
ビ
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
み
て
い

た
と
き
、
南
部
議
会
議
員
の
男
性
が
「
ア
ラ
ブ
の
連
中

も
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
自
由
と
民
主
主
義
の
意
味
を
学
ん

で
、
よ
う
や
く
立
ち
上
が
っ
た
の
だ
な
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。
こ
れ
は
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
見
解
で
あ
る
と

思
う
。
お
そ
ら
く
、
客
観
的
事
実
と
し
て
は
、
ス
ー
ダ

ン
の
政
治
状
況
―
内
戦
と
二
〇
〇
五
年
の
包
括
的
和
平

合
意
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
）、二
〇
一
〇
年
の
総
選
挙
と
二
〇
一
一

年
の
南
部
住
民
投
票
―
が
、
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
影
響

を
与
え
た
側
面
は
弱
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

南
部
ス
ー
ダ
ン
人
エ
リ
ー
ト
の
主
観
的
事
実
と
し
て
は

意
味
が
あ
る
。

　

こ
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
気
づ
か
さ
れ
た
の
は
、
サ

ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
と
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
と
の

関
係
を
考
え
る
場
合
、
日
本
の
ア
フ
リ
カ
研
究
者
が

陥
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
落
と
し
穴
の
こ
と
だ
。
私

た
ち
は
、
歴
史
的
伝
統
や
過
去
の
遺
産
、
お
よ
び
国
際

政
治
に
お
け
る
役
割
の
ゆ
え
に
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ

の
ほ
う
が
「
進
ん
で
い
る
」
と
い
う
無
意
識
の
前
提
に

立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
私
の
知
人
の
コ
メ
ン
ト

が
示
す
よ
う
に
、
す
く
な
く
と
も
政
治
体
制
に
関
し
て

は
、
こ
の
前
提
は
誤
っ
て
い
る
。
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ

リ
カ
諸
国
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
民
主
的
で
あ
り
、
社

会
の
自
由
度
は
た
か
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
悪
名
高
い

バ
シ
ー
ル
政
権
下
の
ス
ー
ダ
ン
の
体
制
で
あ
っ
て
も
、

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
よ
り
は
ま
し

0

0

と
い
う
現
実
が

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
政
治
・

社
会
・
経
済
的
に
お
お
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
新

生
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
が
歩
ん
で
い
る
道
の
り
も
け
っ

し
て
平
坦
で
は
な
い
。
ソ
マ
リ
ア
と
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
東
部
は
依
然
と
し
て
無
政
府
状
態
に
あ
り
、
西
ア
フ

リ
カ
の
マ
リ
は
、
リ
ビ
ア
の
体
制
変
換
の
余
波
で
内
戦

状
態
に
陥
っ
た
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
側
か
ら
「
ア
ラ

ブ
の
春
」
を
み
る
と
き
に
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ

で
は
す
で
に
春
は
終
了
し
、
夏
に
入
っ
て
い
る
と
い
う

視
点
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

栗本 英世

アラブの春とアフリカの夏


